（所定様式）

上場適格性調査に関する報告書
（ベンチャーファンド）
　　年　　月　　日
株式会社 東京証券取引所
　 代表取締役社長　殿 
幹事取引参加者　　　　　　　　　　　印
代表者の役職氏名　　　　　　　　　　印
　当社は、ベンチャーファンドの上場申請者である          及び        　（以下「当該発行者等」という。）について、有価証券上場規程第1306条第１項各号に掲げる事項に適合する見込みがあるかの調査（以下「上場適格性調査」という。）を行いました。
　現在までの上場適格性調査の結果、当社は、当該発行者等が当該事項に適合する見込みがあるものと判断いたしました。なお、当社は、今後引き続き調査を行い、新規上場日までの間に、なんらかの異常が認められた場合には、遅滞なく貴取引所に報告いたします。
　当該発行者等に係る上場適格性調査及び上場準備の過程で、当社が特に重点的に確認・指導した事項は別紙のとおりです。
 
（1） 有価証券上場規程第1306条第1項第1号　関係

（2） 有価証券上場規程第1306条第1項第2号　関係
（3） 有価証券上場規程第1306条第1項第3号　関係
（4） 有価証券上場規程第1306条第1項第4号　関係

以　上

（記載上の注意）

1. 本書の提出に当たっては、この（記載上の注意）の添付は必要ありません。
2. 本紙冒頭の傍線部には上場申請者名をご記載ください。
3. 別紙には、以下に示す項目のうち、上場適格性調査の過程で特に留意した事項、重点的に確認した事項（上場準備過程で整備した内容を含む）を具体的に記載してください。ただし、特筆すべき内容が無い場合は記載を省略して構いません。
（1） 「未公開株等の評価の適正性（有価証券上場規程第1306条第1項第1号）」関係
（未公開株等評価機関への評価の委託なしの場合）

· 一般社団法人投資信託協会の定める投資信託財産の評価及び計理等に関する規則第14条に規定する方法での評価
（未公開株等評価機関への評価の委託ありの場合）

· 未公開株等評価機関との契約内容
· 未公開株等評価機関の独立性
· 未公開株等評価機関の社内体制（設立年数、相応の財務基盤、安定した収益実績、必要な人員の確保、評価機関としての実績等）
· その他未公開株等の評価の適正性に関して特に留意した事項

· 「開示の適正性（有価証券上場規程第1306条第1項第2号）」関係
· 新規上場申請書類のうちベンチャーファンドに関する情報の開示に係る記載の適正性（投資者の投資判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の適切な記載）
· 適時開示体制（投資法人情報や運用資産等の適正な管理・開示、投資先の情報を適時・適正に把握するための体制・方法等）
· 内部者取引の未然防止体制
· その他開示の適正性に関して特に留意した事項

（2） 資産運用等の健全性（有価証券上場規程第1306条第1項第3号）」関係

· 投資主又は受益者の利益を害することがないための体制の適正性（資産運用の専門性、投資方針等の策定及び適切な投資プロセスを経て資産運用を行うための体制の整備、意思決定の仕組み、意思決定機関の体制等）

· スポンサーの企業グループとの取引の妥当性

· 内部管理体制の整備・運用状況（経営管理組織、内部監査等）

· 重大な法令違反の有無（今後の発生見込みを含む）

· 資産運用等に密接な各種法令・規制等の遵守の状況、法令違反防止のための体制の整備・運用状況

· その他資産運用等の健全性に関して特に留意した事項
（3） 「その他公益又は投資者保護の観点から当取引所が必要と認める事項（有価証券上場規程第1306条第1項第4号）」関係
· 反社会的勢力の事業活動への関与を防止するための体制の整備・運用状況（業界慣行や取引慣行等を考慮した、排除のための具体的な取組内容）

· その他公益又は投資者保護の観点から特に留意した事項（係争・紛争の有無、組入れ（予定）未公開株等が公序良俗に反していない等）
4. 当取引所の審査過程で発覚した審査上の論点に関して本報告書に記載が無かった場合、当該論点について追加で報告を求めることがあります。
（2025.2.28）
別　紙








